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1．緒言 

 

1-1．アスリートの上気道感染の現状 

 整形外的なスポーツ傷害は様々な種目のアスリートにとってスポーツ選手生活における大きな障害
のひとつである。そして、整形外的なスポーツ傷害だけでなく感染症についてもスポーツ選手における
大きな障害であることが報告されている（1）。運動は適度な強度で実施された場合は免疫力を向上させ
るが、長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施した場合は時によって免疫機能を損なうことが報
告されている。この場合、損なった免疫機能による障害としては呼吸器感染症が最も一般的であるが、
皮膚感染症、血液感染症、性感染症、さらには心臓感染症（感染性心内膜炎）も発生することが報告さ
れれており、長時間あるいは高強度で競技を行うスポーツ選手は常に感染症の流行を懸念する必要があ
ることから、感染予防は、スポーツ選手にとって重要な課題である（1）。最も一般的である呼吸器感染
症の中でも上気道感染症は、長時間あるいは高強度で競技を行うスポーツ選手によくみられる急性疾患
であり、これらの運動を実施するスポーツ選手は、長時間あるいは高強度で競技を行うことのない集団
と比較して上気道感染症のリスクが高いことが報告されている（2）。 

 

1-2．スポーツ選手における疲労と免疫機能の関係 

 これまでの研究により、免疫系はスポーツ選手の急性および慢性の運動トレーニングによく反応する
ことが示されている。そして、適度な運動は免疫機能を強化し、定期的に運動あるいは身体活動を実施
することでさまざまな健康上の利点をもたらすことが広く知られている。この運動による免疫機能の強
化は、慢性疾患の発症を予防するうえで重要な役割を果たしている可能性が高いと報告されている（3）。
免疫機能の多くは、過度な強度での運動を 1 回実施したり、長時間にわたって過度の運動を実施したり
すると、一時的に低下する可能性があるとされる。通常、この免疫機能の低下は非常に一時的なもので
あるが、感染症、特に上気道感染症の臨床的な症状を引き起こす場合があることが報告されている(4)。 
 長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施するスポーツ選手は、通常の環境下では免疫不全に陥
ることはないが、極端に長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施した場合はいくつかの免疫パラ
メーターの機能が抑制されることが報告されている。これらには、好中球機能、血清および唾液免疫グ
ロブリン濃度、ナチュラルキラー細胞数の減少、あるいは、末梢血中の細胞傷害活性が含まれると考え
られる。さらに、上気道感染症の症状の発生率は、長時間にわたる持久力トレーニングの期間中に増加
するこごが報告されている（5）。上気道感染症の発症率はエリートスポーツ選手の間で高く、重要な競
技大会の準備期間に失われるトレーニング日数については、ケガに次いで 2 番目に多いことが報告され
ている。このことは、長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施することが免疫を抑制し、感染リ
スクを高める可能性があるという一般的な常識を形成しているとされる。（6）また、長時間競技を実施
したり、高強度で競技を実施するスポーツ選手は、そうでないスポーツ選手と比較して、疾病罹患のリ
スクが 7倍多いことが報告されている（7）。 
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1-3．本研究の意義と目的 

 長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施するエリートレベルのスポーツ選手において、スポー
ツ実施に伴う疲労が上気道感染の罹患率を向上させることがいくつかの研究により明らかになってい
る。しかしながら、スポーツ実施後の疲労感と上気道感染罹患の関係を一般レベルのスポーツ実施者に
おいて調べた研究は見当たらない。そこで、一般レベルのスポーツ実施者に対して上気道感染予防に資
する情報を提供することを目的に、一般レベルのスポーツ実施者を対象に、スポーツ後の疲労感と上気
道感染の関係性を調査した。 
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2．方法 

2-1．調査方法 

 本研究はインターネット調査会社に調査を委託して実施した。委託した調査会社（マイボイスコム株
式会社）は国内に約 107 万人の調査対象者がモニターとして登録されている 20 年以上の実績を持つリ
サーチ会社である。インターネット調査会社は、モニターから調査テーマに合わせた対象者を抽出して、
メールで回答を依頼して、WEB サイト上で回答してもらうシステムである。インターネット調査会社
のモニターは、調査会社から送付されたアンケート依頼メールの内容を確認し、調査会社の WEB サイ
ト上から本調査に参加した。本調査は 2021 年 7月 30 日に開始し、8 月 3日に終了した。 
 

2-2．研究参加者 

 全国に在住する 20 歳～30 歳のスポーツの経験のある男女 2,500 人から回答を収集するようインター
ネット調査会社に依頼した。インターネット調査会社は予備調査として 5,121 人のデータを収集して、
スポーツ経験のある人を抽出して本調査を行った。本調査においては 2,500人の 110％に相当する 2,750
人のデータを、性別が均一になるように割り付けてデータを回収した。そして、回答に要した時間が短
いデータや、自由記載項目の回答内容が不適切なデータを削除し、最終的に全体で 2,500 人のデータを
解析対象とした。 
 インターネット調査会社から受け取るデータは匿名であり、個人を特定できる情報は受け取っていな
い。また、本研究への参加は任意であり、本調査への回答をもって研究参加の同意を得たものとした。 

 

2-3．スポーツによる疲労感に関する調査 

 本研究における曝露因子であるスポーツによる疲労感を把握するため、過去におけるスポーツ実施時

の疲労感を４件法で質問した。質問は「過去に運動・スポーツをしていた時期に、スポーツ実施後、ど

のくらいの疲労感・くたくた感・疲れを感じていましたか？」であり、回答肢は「ほとんど疲労感はな

かった」「ときどき疲労感があった」「あまり疲労感はなかった」「疲労感があった」であった。 

 

2-4．上気道感染症に関する調査 

 本研究におけるアウトカムである上気道感染症の罹患状況を把握するため、上気道感染症の罹患頻度

を４件法で質問した。質問は「新型コロナ感染症が拡大する前の時期において、どのくらいの頻度で風

邪（かぜ）やインフルエンザにかかっていましたか？」であり、回答肢は「毎年数回程度」「毎年1回程

度」「数年に1回程度」「ほとんどかからなかった」であった。 

 

2-5．交絡因子に関する調査 

 研究参加者の人口統計学的特性については、性別（男性、女性）、年齢、住所（都道府県）、職業(会

社員・役員、自営業、専門職 [医師、弁護士、美容師、デザイナー等]、公務員、学生、専業主婦・専業

主夫、パート・アルバイト・フリーター、無職・定年退職、その他)、世帯収入（300 万円未満、300～

500 万円未満、500～700 万円未満、700～1,000 万円未満、1,000～1,500 万円未満、1,500 万円以上）、

結婚歴（結婚していない[未婚、離死別]、結婚している）、学歴（大学院、大学、短大・高専、専門学校、
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高校、中学）、睡眠時間（5 時間未満、5～７時間、7～8 時間、8 時間以上）、飲酒習慣（1日 20 g以上、

1 日 20 g 未満）を調査した。住所は、回答された都道府県を基に居住地域として八地方区分（北海道地

方、東北地方、関東地方、中部地方、近畿地方、中国地方、四国地方、九州地方）に再分類した。 

 

2-6．統計解析 

 インターネット調査会社から受け取った 2,500人の調査結果を解析に用いた。研究参加者の特徴を確
認するために、研究参加者を性別およびスポーツによる疲労感別に比較した。比較した項目は、性別の
比較については、年齢（連続変数）、居住地域（8群）、職業分類（9群）、世帯収入（6 群）、婚姻状況（2
群）、学歴（6 群）、睡眠時間（4 群）、飲酒習慣（2 群）、スポーツによる疲労感（4 群）、上気道感染罹
患状況（4 群）とした。一方で、スポーツによる疲労感別の比較については、年齢、女性の割合、居住
地域、職業分類、世帯収入、婚姻状況、学歴、睡眠時間、飲酒習慣、上気道感染罹患状況とした。 
 既知、あるいは潜在的な交絡因子を調整したうえでスポーツ実施後の疲労感と上気道感染頻回罹患の

間にどのような関係があるのかを確認するためにロジスティック回帰モデルを使用した。インターネッ

ト調査によって得られた「毎年数回程度」「毎年1回程度」「数年に1回程度」「ほとんどかからなかった」

について、「毎年数回程度」あるいは「毎年1回程度」と回答した人を上気道感染症頻回罹患あり群に、

「数年に1回程度」「ほとんどかからなかった」と回答した人を上気道感染症頻回罹患なし群とした。そ

して、最初に、上気道感染症頻回罹患の有無をロジスティック回帰モデルにおける目的変数、スポーツ

による疲労感（4群）を説明変数として上気道感染症頻回罹患の無調整オッズ比および95%信頼区間

（95% CI）を算出した。次に、モデルに調整変数として性別と年齢をモデルに投入して性・年齢調整オ

ッズ比と95% CIを算出した。さらに、既知、あるいは潜在的な交絡因子を調整するために調整変数とし

て、居住地域、職業分類、世帯収入、婚姻状況、学歴、睡眠時間、飲酒習慣をモデルに投入して多変量

調整オッズ比および95% CIを算出した。それぞれのオッズ比を算出する際には、トレンド検定としてス

ポーツによる疲労感を連続変数としてモデルに投入し、スポーツによる疲労感と上気道感染頻回罹患の

間に量反応関係があるかどうかを評価した。 

 解析には IBM SPSS Statistics 26（日本 IBM）を用いた。有意水準は P 値を 0.05 未満として、両側検

定において P 値がこれより小さければ統計学的に有意であると判断した。 

 全ての統計解析は SPSS Statistics version 26（IBM Japan）を用いて行った。有意水準は P 値を 0.05

未満として、両側検定において P 値がこれより小さければ統計学的に有意であると判断した。 
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3．結果 

3-1．性別にみた研究参加者の特徴 

 研究者全体は、男性と女性ともに 1,250人と同数であった。平均年齢は男女ともに２０代中盤であっ
た。居住地は、関東地方が最も多く、全体の 4割強を占めていた。関東地方の後には、近畿地方、中部
地方が次ぎ、最も少なくなったのは四国地方であった。男女比としては、最多の関東地方では女性が 100
人ほど多くなった。各地方とも、男女に大きな偏りはなかった。職業分類は、「会社員・役員」が最多
で、全体の半数強を占めた。次いで、「学生」、「パート・アルバイト」であった。世帯年収については、
「200-500 万円未満」が最も多く、全体の３分の 1 ほどを占めていた。1,000 万円を超える世帯は１割
ほどであった。婚姻状況に関しては、「未婚・離死別」が約８割、「既婚者」は約２割であった。学歴に
ついては、「大学卒業」が最多で全体の６割ほどを占めた。次に「高校卒業」が多かった。飲酒習慣は 1
日あたり平均 20 g 未満が半数ほど、20 g以上が１割ほどであった。スポーツによる疲労感は、ときど
き疲労感ありが半数ほど、次にいつも疲労感ありが多く、２割ほどであった。最後に、上気道感染罹患
状況は、ほとんどかからないと回答した割合が最も多く全体の 4 割強ほどであった。続いて、数年に一
度程度や毎年１回程度がいずれも約 2割ほどであった。 

 

3-2．スポーツ実施後の疲労感別にみた研究参加者の特徴 

 年齢は、「ほとんど疲労感なし」「あまり疲労感なし」「ときどき疲労感あり」「いつも疲労感あり」そ

れぞれ平均して 26 歳ほどで、ほぼ同値であった。女性は「ときどき疲労感あり」が最も多く、半数超。

次いで「いつも疲労感あり」が多く 2.5 割ほどであった。居住地域の区別では、９つ全ての地域で「と

きどき疲労感あり」が最も多く、ほとんどの地域が半数ほどを占めた。次いで、全ての地域で「いつも

疲労感あり」が多く、3 割ほどとなる地域が多かった。職業分類については、居住地域と同じく、「とき

どき疲労感あり」が最も多く、次いで「いつも疲労感あり」が多くなる結果がほとんどであったが、「無

職・定年退職」のみ、「いつも疲労感あり」の割合が最も多く、4割を占めた。世帯年収の分類でも同じ

傾向であったが、「1,500 万円」以上のみ、「いつも疲労感あり」が最多となり、4 割を占めていた。婚

姻状況については、大きな差はなく、同じような傾向がみられた。学歴分類では、「中学卒業」におい

て「いつも疲労感あり」と「ときどき疲労感あり」がほぼ同値となり、それぞれ 3割ほどであった。睡

眠時間の分類では「８時間以上」の分類において「いつも疲労感あり」が最多となり４割ほどであった。

飲酒習慣の分類では、「1日 20 g 以上」では「いつも疲労感あり」と「ときどき疲労感あり」がほぼ同

値で、それぞれ４割ほど。「1日 20 g未満」では「ときどき疲労感あり」が半数以上となり、「いつも疲

労感あり」の割合は 2.5 割ほどであった。上気道感染罹患状況では、「毎年数回程度」の分類で「いつも

疲労感あり」と「ときどき疲労感あり」がほぼ同値で、それぞれ４割ほどであった。他分類では、「と

きどき疲労感あり」が最多で、いずれも５割超であった。 

 

3-3．スポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患のオッズ比 

 「いつも疲労感あり」「ときどき疲労感あり」「あまり疲労感なし」「ほとんど疲労感なし」のうち、

対象者は「ときどき疲労感あり」が最も多く、全体の半数超であった。ついで、「いつも疲労感あり」
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が多く３割弱であった。上気道感染への頻回罹患者数の割合的比較は、「いつも疲労感あり」が最も多

く、４割超であった。ついで「ときどき疲労感あり」、「あまり疲労感なし」、最後に「ほとんど疲労感

なし」の順となった。未調整オッズ比は、同じ順に下がった。「ほとんど疲労感なし」に関しては「い

つも疲労感あり」を基準とした場合の半数以下となった。性・年齢調整オッズ比の場合も、未調整の場

合と全く同じ傾向であった。多変量調整オッズ比に関しても、同じ順に下がったが、「ときどき疲労感

あり」「あまり疲労感なし」の二つは下がり幅が「未調整」「性・年齢調整」に比べて少ない傾向を示し

た。「ほとんど疲労感なし」は他のカテゴリーと比較してオッズ比の下がり幅がやや大きい傾向を示し

た。 

 

3-3-1．女性におけるスポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患のオッズ比 

 「いつも疲労感あり」「ときどき疲労感あり」「あまり疲労感なし」「ほとんど疲労感なし」のうち、

対象者は「ときどき疲労感あり」が最も多く、全体の半数超であった。ついで「いつも疲労感あり」が

多く３割弱であった。上気道感染への頻回罹患者数の割合的比較は、「いつも疲労感あり」が最も多く、

４割超であった。ついで「ときどき疲労感あり」、「あまり疲労感なし」となり、共に 3 割を超えたが、

僅差であった。最後に「ほとんど疲労感なし」の 2.5 割となった。未調整オッズ比は、同じ順に下がっ

た。「ときどき疲労感あり」「あまり疲労感なし」の差は僅かであった。「ほとんど疲労感なし」に関し

ては「いつも疲労感あり」を基準とした場合の半数以下となった。年齢調整オッズ比の場合も、未調整

の場合と全く同じ傾向を示した。多変量調整オッズ比に関しても、同じ傾向であったが、「ときどき疲

労感あり」から「あまり疲労感なし」の下がり幅は、「未調整」「年齢調整」に比べて大きくなった。「ほ

とんど疲労感なし」も下がり幅がやや大きい傾向を示した。 

 

3-3-2．男性におけるスポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患のオッズ比 

 「いつも疲労感あり」「ときどき疲労感あり」「あまり疲労感なし」「ほとんど疲労感なし」のうち、

対象者は「ときどき疲労感あり」が最も多く、全体の半数弱であった。ついで「いつも疲労感あり」が

多く３割超であった。上気道感染への頻回罹患者数の割合的比較は、「いつも疲労感あり」が最も多く、

４割超であった。ついで「ときどき疲労感あり」となり 3.5 割ほどであった。「あまり疲労感なし」「ほ

とんど疲労感なし」は大差なく 2.5 割前後であった。未調整オッズ比は、同じ順に下がった。「ときどき

疲労感あり」から「あまり疲労感なし」は大きく下がった。「あまり疲労感なし」から「ほとんど疲労

感なし」の変化は僅かであった。年齢調整オッズ比の場合も、未調整の場合と全く同値となった。多変

量調整オッズ比に関しても、同じ傾向を示したが、「ときどき疲労感あり」から「あまり疲労感なし」

の下がり幅及び「あまり疲労感なし」から「ほとんど疲労感なし」の下がり幅が「未調整」「年齢調整」

に比べて僅かに大きい傾向を示した。 
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4．考察 

4-1．本研究の概要 

 男女それぞれ 1,250人の一般レベルのスポーツ実施者を対象に、インターネット調査によってスポー

ツによる疲労感と上気道感染罹患状況を調査し、両者の関係を多変量解析によって潜在的な交絡因子を

調整したうえで評価した。その結果、「いつも疲労感あり」と回答したスポーツ実施者と比較して、「と

きどき疲労感あり」「あまり疲労感なし」「ほとんど疲労感なし」と回答したスポーツ実施者は上気道感

染頻回罹患のオッズ比が低い傾向にあり、男女いずれも統計的に有意な量反応関係（トレンド検定 < 

0.001）を観察した。これらのことから、一般レベルのスポーツ実施者においてもスポーツによる疲労

は上気道感染罹患のリスクになる可能性があると考えられた。 

 

4-2．先行研究との比較 

 本研究は一般レベルのスポーツ実施者を対象にした研究であるが、先行研究と同様に(4, 6)スポーツ
による疲労感が低いほど、上気道感染罹患が少ないことを示していた。このことから、疲労を感じるほ
ど過度なトレーニングを実施するのではなく、爽快感を得られるほどの運動が免疫機能に良い影響があ
る可能性を示唆している。本研究においては、スポーツによる疲労感が高いほど、上気道感染罹患率が
上がることを示しており、免疫機能と疲労感に相関関係があることを示す結果となった。過度の運動を
繰り返すことにより疲労が溜まった状態になることが、免疫機能の働きを低下させることに繋がる可能
性があることを示した。 
 上気道感染症の罹患率はトップクラスのスポーツ選手の間で高く、重要な競技大会の準備期間に失わ
れるトレーニング日数については、怪我に次いで 2番目に多いことが報告されている（6）。本研究では、
疲労度の高さが直接的に上気道感染へのリスクを高めることを示している。スポーツ選手が競技大会準
備期間での高強度トレーニングにより、身体の回復が間に合わず、疲労が蓄積し、一定数のアスリート
が上気道感染へ罹患していると考えられる。このことから、スポーツ選手は疲労の蓄積を避ける工夫を
行うことが重要だと考えられる。また、トップクラスのスポーツ選手は、一般的なスポーツ選手と比較
して疾病罹患リスクが 7倍増加していることが報告されているが（7）、本研究においては、スポーツに
よる疲労感をいつも感じている人は、ほとんど感じていない人に比べて、およそ２倍の上気道感染率が
あることを示していた。上気道感染症は最も一般的な感染症のひとつであることから、トップクラスの
スポーツ選手の高い疾病罹患リスクの一部は上気道感染症であると考えられ、スポーツ選手の健康や安
定して高い競技成績を残すためには上気道感染症の予防のための衛生管理的な取り組みに加えて、スポ
ーツによる疲労のコントロールやスポーツ後のコンディションの整備が重要であると考えられる。 
 本研究の結果の背後に存在すると考えられるメカニズムについては、先行研究は、激しい運動や長時
間にわたる運動は、好中球機能、血清および唾液免疫グロブリン濃度、ナチュラルキラー細胞数の減少、
末梢血中の細胞傷害活性に影響を及ぼすことを報告している（5）、本研究は疫学研究であり、スポーツ
に伴う疲労と上気道感染罹患の間に存在するメカニズムを明らかにできる研究デザインではないが、ス
ポーツによる疲労感が上がるにつれて上気道感染への罹患割合が高まっているため、メカニズムを探求
した先行研究で報告されている好中球機能、血清および唾液免疫グロブリン濃度、ナチュラルキラー細
胞数の減少、末梢血中の細胞傷害活性などが両者の関係を説明するメカニズムだと考えられる。 
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4-3．本研究の特徴 

 これまでの研究は、長時間競技を実施したり、高強度で競技を実施するエリートレベルのスポーツ選
手を対象にして、スポーツ実施に伴う疲労が上気道感染罹患率の関係を調査したものであるが、本研究
は両者の関係を一般レベルのスポーツ実施者を対象に調査した点が特徴である。また、本研究において
は、研究参加者の平均年齢が 26 歳前後と、日本人の平均年齢である 48.6歳より大幅に若い世代が中心
であり、学生時代のスポーツ実施の疲労感についてはある程度正確に思い出せていると考えられる。さ
らに、本研究は多変量解析によってさまざまな潜在的交絡因子を調整し、交絡バイアスを排除する対応
を取っている点も本研究の特徴である。 
 

4-4．本研究の限界点に関する考察 

 本研究にはいくつかの限界点が存在する。第一に、本研究は横断研究であり、因果関係について言及
できない研究デザインである。しかしながら、スポーツ実施に伴う疲労が上気道感染罹患に影響を及ぼ
す可能性は十分に考えられるものの、上気道感染への罹患がスポーツ実施に伴う疲労に影響を及ぼす可
能性は想定されないため、本研究は横断研究ではあるもののスポーツ実施に伴う疲労が上気道感染罹患
に影響を及ぼしている可能性を示唆している研究だと考えられる。第二に、本研究では、職業分類にお
いて、「会社員・役員」の割合が半数以上を占めている。そのため、学生アスリートのようにスポーツ
を中心として活動している集団とは異なる集団であるため、部活動に励む学生を対象としたものとは結
果の乖離がある可能性も否定できない。第三に、本研究はスポーツ実施後の疲労度を元にした研究のた
め、日頃からスポーツを行っている人を対象にしており、健康意識が高い集団であると考えられ、この
ことが上気道感染罹患率に影響をおよぼしている可能性がある。最後に、本研究は自記式質問調査であ
り、スポーツ実施に伴う疲労や上気道感染罹患の頻度について客観的に調査したものではないため、調
査結果の妥当性が低く、スポーツ実施に伴う疲労と上気道感染罹患の関係を過大、あるいは過小評価し
ている可能性がある。 
 

4-5．今後必要と考えられる研究 

 本研究においては、研究対象者が、職業分類に関してさまざまな業種の人が集まっているため、特段
スポーツに励むアスリートに限定した結果が得られなかった。そのため、「体育会に所属する学生アス
リート」といったように研究対象者をより絞った研究が必要だと考えられる。また、スポーツ実施に伴
う疲労や上気道感染罹患を客観的に把握して両者の関係を評価することが望まれる。さらに、コホート
研究や症例対照研究といった因果関係をより明確にできる研究を実施することも今後の課題だと考え
られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 



9 
 

5．結論 

 一般レベルのスポーツ実施者を対象に、スポーツによる疲労感と上気道感染罹患の関係を評価した結

果、「いつも疲労感あり」と回答したスポーツ実施者と比較して、「ときどき疲労感あり」「あまり疲労

感なし」「ほとんど疲労感なし」の順に上気道感染頻回罹患のオッズ比が低くなっており、統計的に有

意な量反応関係が観察された。本研究は、一般レベルのスポーツ実施者においてもスポーツによる疲労

は上気道感染罹患のリスクになる可能性を示唆しており、一般レベルのスポーツ実施者においても上気

道感染を予防する観点から長時間、あるいは高強度のトレーニングや競技をおこなった後は、十分な休

養をとるなど、感染症予防にいつも以上に心がけることが重要であると考えられた。 
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表 1．性別にみた研究参加者の特徴 

 全員 
（n = 2,500） 

男性 
（n = 1,250） 

女性 
（n = 1,250） 

年齢（歳） 26.1±3.1 26.1±3.0 26.2±3.1 

居住地域    

  北海道地方 89 49 (55.1) 40 (44.9) 

  東北地方 137 84 (61.3) 53 (38.7) 

  関東地方 1,167 526 (45.1) 641 (54.9) 

  中部地方 300 144 (48.0) 156 (52.0) 

  近畿地方 380 208 (54.7) 172 (45.3) 

  中国地方 109 61 (56.0) 48 (44.0) 

  四国地方 66 33 (50.0) 33 (50.0) 

九州地方 178 99 (55.6) 79 (44.4) 

職業分類    

  会社員・役員 1,279 648 (50.7) 631 (49.3) 

  自営業 47 33 (70.2) 14 (29.8) 

  専門職 92 44 (47.8) 48 (52.2) 

  公務員 123 79 (64.2) 44 (35.8) 

  学生 393 212 (53.9) 181 (46.1) 

  専業主婦・専業主夫 102 1 (1.0) 101 (99.0) 

  パート・アルバイト 272 112 (41.2) 160 (58.8) 

  無職・定年退職 159 102 (64.2) 57 (35.8) 

  その他(該当なし) 33 19 (57.6) 14 (42.4) 

世帯年収    

300 万円未満 471 241 (51.2) 230 (48.8) 

200~500 万円未満 824 381 (46.2) 443 (53.8) 

500~700 万円未満 471 252 (53.5) 219 (46.5) 

700~1,000 万円未満 417 203 (48.7) 214 (51.3) 

1,000~1,500 万円未満 216 114 (52.8) 102 (47.2) 

1,500 万円以上 101 59 (58.4) 42 (41.6) 

結婚有無    

未婚・離死別 1962 1,024 (52.2)   938 (47.8) 

既婚 538 226 (42.0) 312 (58.0) 

学歴    

大学院 162 117 (72.2) 45 (27.8) 

大学 1,521 712 (46.8) 809 (53.2) 

短大・高専 114 41 (36.0) 73 (64.0) 

専門学校 219 99 (45.2) 120 (54.8) 
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高校 432 244 (56.5) 188 (43.5) 

中学校 52 37 (71.2) 15 (28.8) 

睡眠時間    

5 時間未満 194 89 (45.9) 105 (54.1) 

5～7 時間 1553 779 (50.2) 774 (49.8) 

7～8 時間 553 275 (49.7) 278 (50.3) 

8 時間以上 200 107 (53.5) 93 (46.5) 

飲酒習慣    

1 日 20 g 以上 242 161 (66.5) 81 (33.5) 

1 日 20 g 未満 1208 595 (49.3) 613 (50.7) 

スポーツによる疲労感    

いつも疲労感あり 712 381 (53.5) 331 (46.5) 

ときどき疲労感あり 1,283 601 (46.8) 682 (53.2) 

あまり疲労感なし 361 180 (49.9) 181 (50.1) 

ほとんど疲労感なし 144 88 (61.1) 56 (38.9) 

上気道感染罹患状況    

ほどんどかからない 1,069 512 (47.9) 557 (52.1) 

数年に 1 回程度 562 296 (52.7) 266 (47.3) 

毎年 1 回程度 593 308 (51.9) 285 (48.1) 

毎年数回程度 276 134 (48.6) 142 (51.4) 

連続変数：平均値±標準偏差、カテゴリー変数：人数（％） 
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表２．スポーツ実施後の疲労感別にみた研究参加者の特徴 

 ほとんど 
疲労感なし 
（n = 144） 

あまり 
疲労感なし 
（n = 361） 

ときどき 
疲労感あり 
（n = 1,283） 

いつも 
疲労感あり 
（n = 712） 

年齢（歳） 26.0±2.8 26.1±3.0 26.3±3.1 25.9±3.1 

女性 56 (4.5) 181 (14.5) 682 (54.6) 331 (26.5) 

居住地域     

  北海道地方 8 (9.0) 12 (13.5) 47 (52.8) 22 (24.7) 

  東北地方 8 (5.8) 19 (13.9) 64 (46.7) 46 (33.6) 

  関東地方 67 (5.7) 158 (13.5) 630 (54.0) 312 (26.7) 

  北陸地方 3 (4.1) 17 (23.0) 31 (41.9) 23 (31.1) 

  中部地方 13 (4.3) 45 (15.0) 147 (49.0) 95 (31.7) 

  近畿地方 18 (4.7) 61 (16.1) 184 (48.4) 117 (30.8) 

  中国地方 9 (8.3) 20 (18.3) 57 (52.3) 23 (21.1) 

  四国地方 5 (7.6) 8 (12.1) 31 (47.0) 22 (33.3) 

九州地方 13 (7.3) 21 (11.8) 92 (51.7) 52 (29.2) 

職業分類     

  会社員・役員 85 (6.6) 164 (12.8) 700 (54.7) 330 (25.8) 

  自営業 3 (6.4) 11 (23.4) 20 (42.6) 13 (27.7) 

  専門職 5 (5.4) 13 (14.1) 51 (55.4) 23 (25.0) 

  公務員 5 (4.1) 19 (15.4) 62 (50.4) 37 (30.1) 

  学生 13 (3.3) 54 (13.7) 204 (51.9) 122 (31.0) 

  専業主婦・専業主夫 5 (4.9) 22 (21.6) 42 (41.2) 33 (32.4) 

  パート・アルバイト 13 (4.8) 46 (16.9) 133 (48.9) 80 (29.4) 

  無職・定年退職 12 (7.5) 28 (17.6) 55 (34.6) 64 (40.3) 

  その他(該当なし) 3 (9.1) 4 (12.1) 16 (48.5) 10 (30.3) 

世帯年収     

300 万円未満 23 (4.9) 74 (15.7) 223 (47.3) 151 (32.1) 

200~500 万円未満 45 (5.5) 101 (12.3) 488 (59.2) 190 (23.1) 

500~700 万円未満 24 (5.1) 89 (18.9) 223 (47.3) 135 (28.7) 

700~1,000 万円未満 20 (4.8) 55 (13.2) 204 (48.9) 138 (33.1) 

1,000~1,500 万円未満 16 (7.4) 30 (13.9) 113 (52.3) 57 (26.4) 

1,500 万円以上 16 (15.8) 12 (11.9) 32 (31.7) 41 (40.6) 

結婚有無     

  未婚・離死別 109 (5.6) 269 (13.7) 1032 (52.6) 552 (28.1) 

既婚 35 (6.5) 92 (17.1) 251 (46.7) 160 (29.7) 

学歴     

大学院 18 (11.1) 17 (10.5) 76 (46.9) 51 (31.5) 
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  大学 58 (3.8) 217 (14.3) 842 (55.4) 404 (26.6) 

短大・高専 13 (11.4) 15 (13.2) 51 (44.7) 35 (30.7) 

専門学校 24 (11.0) 27 (12.3) 100 (45.7) 68 (31.1) 

高校 26 (6.0) 71 (16.4) 197 (45.6) 138 (31.9) 

中学 5 (9.6) 14 (26.9) 17 (32.7) 16 (30.8) 

睡眠時間     

5 時間未満 21 (10.8) 30 (15.5) 85 (43.8) 58 (29.9) 

5～7 時間 72 (4.6) 203 (13.1) 867 (55.8) 411 (26.5) 

7～8 時間 28 (5.1) 100 (18.1) 260 (47.0) 165 (29.8) 

8 時間以上 23 (11.5) 28 (14.0) 71 (35.5) 78 (39.0) 

飲酒習慣     

1 日 20 g 以上 20 (8.3) 25 (10.3) 100 (41.3)  97 (40.1) 

1 日 20 g 未満 56 (4.6) 164 (13.6) 683 (56.5) 305 (25.2) 

上気道感染罹患状況     

ほどんどかからない 86 (8.0) 167 (15.6) 566 (52.9) 250 (23.4) 

数年に 1 回程度 23 (4.1) 92 (16.4) 285 (50.7) 162 (28.8) 

毎年 1 回程度 18 (3.0) 77 (13.0) 309 (52.1) 189 (31.9) 

毎年数回程度 17 (6.2) 25 (9.1) 123 (44.6) 111 (40.2) 

連続変数：平均値±標準偏差、カテゴリー変数：人数（％）  
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表 3．スポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患の多変量調整オッズ比 

 
人 
数 

頻回罹
患者数 

頻回罹患者数 
（対 1,000 人） 

未調整 
オッズ比 
(95% CI) 

性・年齢調整
オッズ比 
(95% CI) 

多変量調整 
オッズ比* 
(95% CI) 

いつも疲労感あり 712 300 421 1.00（基準） 1.00（基準） 1.00（基準） 

ときどき疲労感あり 1,283 432 337 
0.70 

(0.58 − 0.84) 
0.70 

(0.58 − 0.85) 
0.75 

(0.61 − 0.91) 

あまり疲労感なし 361 102 283 
0.54 

(0.41 − 0.71) 
0.54 

(0.41 − 0.71) 
0.56 

(0.42 − 0.75) 

ほとんど疲労感なし 144 35 243 
0.44 

(0.29 − 0.66) 

0.44 

(0.29 − 0.66) 

0.40 

(0.26 − 0.62) 

トレンド検定    < 0.001 < 0.001 < 0.001 

* 調整項目：年齢、性別、居住地域、職業分類、世帯収入、婚姻状況、学歴、睡眠時間、飲酒習慣 
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表 4．スポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患の多変量調整オッズ比（女性） 

 
人 
数 

頻回罹
患者数 

頻回罹患者数 
（対 1,000 人） 

未調整 
オッズ比 
(95% CI) 

年齢調整 
オッズ比 
(95% CI) 

多変量調整 
オッズ比* 
(95% CI) 

いつも疲労感あり 331 141 426 1.00（基準） 1.00（基準） 1.00（基準） 

ときどき疲労感あり 682 216 317 
0.63 

(0.48 − 0.82) 
0.63 

(0.48 − 0.83) 
0.69 

(0.51 − 0.92) 

あまり疲労感なし 181 56 309 
0.60 

(0.41 − 0.89) 
0.60 

(0.41 − 0.89) 
0.60 

(0.40 − 0.89) 

ほとんど疲労感なし 56 14 250 
0.45 

(0.24 − 0.85) 

0.45 

(0.24 − 0.85) 

0.37 

(0.19 − 0.73) 

トレンド検定    < 0.001 < 0.001 < 0.001 

* 調整項目：年齢、居住地域、職業分類、世帯収入、婚姻状況、学歴、睡眠時間、飲酒習慣 
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表 5．スポーツによる疲労感別にみた上気道感染頻回罹患の多変量調整オッズ比（男性） 

 
人 
数 

頻回罹
患者数 

頻回罹患者数 
（対 1,000 人） 

未調整 
オッズ比 
(95% CI) 

年齢調整 
オッズ比 
(95% CI) 

多変量調整 
オッズ比* 
(95% CI) 

いつも疲労感あり 381 159 417 1.00（基準） 1.00（基準） 1.00（基準） 

ときどき疲労感あり 601 216 359 
0.78 

(0.60 − 1.02) 
0.78 

(0.60 − 1.02) 
0.81 

(0.61 − 1.08) 

あまり疲労感なし 180 46 256 
0.48 

(0.32 − 0.71) 
0.48 

(0.32 − 0.71) 
0.49 

(0.33 − 0.75) 

ほとんど疲労感なし 88 21 239 
0.44 

(0.26 − 0.74) 
0.44 

(0.26 − 0.74) 
0.43 

(0.24 − 0.77) 

トレンド検定    < 0.001 < 0.001 < 0.001 

* 調整項目：年齢、居住地域、職業分類、世帯収入、婚姻状況、学歴、睡眠時間、飲酒習慣 
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資料 -1． インターネット調査 画 面 （ 1 枚目 ）  
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資料 -2． インターネット調査 画 面 （ 2 枚目 ）  
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資料 -3． インターネット調査 画 面 （ 3 枚目 ）  
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資料 -4． インターネット調査 画 面 （ 4 枚目 ）  
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資料 -5． インターネット調査 画 面 （ 5 枚目 ）  
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資料 -6． インターネット調査 画 面 （ 6 枚目 ）  

 
 




